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4 月 10 日、韓国大邱市の寿城池の畔りにある”

大邱農民の恩人”水崎林太郎翁の墓前で、これ

までに例がない程、多数の日韓の関係者が集っ

て水崎翁の追慕祭が盛大に行われました。 

 
 

 水崎翁は今から 100 年前、岐阜の加納町から

大邱に移住、現地の農民が毎年、水不足に悩ん

でいるのを見て、朝鮮総督府に働きかけ、20 ヘ

クタールもの広さがある農業用貯水池、寿城池

を完成させた人物です。彼はさらに水路を整備

し、池の水で 930 ヘクタールもの水田や畑を開

発しました。水不足の悩みを解消し、農業の発

展のため多大な功績をあげた水崎翁は”大邱

農民の恩人”と呼ばれるようになったのです。 

水崎翁は昭和 14 年(1939)に 72 歳で亡くなり、

当人の言葉通り寿城池の横に朝鮮式の土盛り

の墓を造り、葬られました。以来 76 年が経過

しましたが、水崎翁と親しい関係にあった徐

(ソ)一族ら、現地の農民や地主らが、毎年春ご

とに翁を称える追慕祭を取り行ってきました。

ここ 30 年は、池の周辺の都市化が進み、農民

の姿が年々消えてゆきましたが、徐一族の当主

の徐彰教(ソチャンギョ)さんは「何としてもお

墓を守る！」と墓の整備や追慕祭に力を入れて

きました。  

ところが墓守り役の中心人物だった徐さん

が去年 6 月に 81 歳で逝去されたため、一時は

追慕祭も絶えてしまうのでは…と心配する声

もありました。 

しかし徐さんの次男の輔健(ポゴン)さんや、そ

の仲間の世代が「これからは若い世代で水崎さ

んの墓を守って行こう！」と話し合い、今年も

立派な追慕祭が開かれたのです。 

 
   水崎林太郎翁    故徐彰教 (ソチャンギョ)氏 

  寿城池湖畔風景 
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今年は「戦後 70 周年」に加え「日韓の国交回

復 50 周年」という節目の年にあたります。 

それにも関わらず、両国の政府間の関係は戦

後で最悪と言われるまま冷え込んでいます。 

追慕祭を開いた韓・日の関係者は、「交流が停

滞しているのは政府間の話、いまこそ、われわ

れ民間が市民の交流をとことん盛り上げて行

こう！」と勢い込んでいました。 

集った人数は。日韓あわせて 130 人にも上り、

会場は終始熱気に包まれていました。 

 

熱い旋風の中心にいた人たちを尐し紹介し

ましょう。まず私たちの一行 19 人の中に水崎

翁の曽孫小野裕美さんと息子で小学生の陽平

君、裕美さんの弟の山口夫婦など水崎翁の子孫

ら 4人がいましたが、マスコミのインタビュー

攻めを受けていました。 

小野裕美さんは各社の取材に対し「これまでは、

林太郎おじいさんの墓参りという気持ちで来

ていましたが今回は違いました。永い間、墓を

守って頂いた徐彰教さんが去年亡くなられ、そ

のお骨が、遺言でおじいさんの墓の一角に埋め

られたと聞きました。今回はぜひ徐さんに手を

合わせなければ…と思って来たんです」と話し、

一周を感動させていました。また徐さんの次男

の輔健(ポゴン)さんもマスコミに、こう語って

くれました。「父は亡くなる前に自分の遺骨を

水崎さんの墓地の隅の方に埋めさせてもらう

よう遺言したんです。30 年もの永い間、水崎さ

んの墓守りをしていたんで、亡くなってからも

きっと水崎さんの傍に居たいのだろうと思っ

て遺言通りさせて貰いました」 

小野裕美さんと徐輔健さんの話を聞いていて

「水崎翁の死後、76 年にわたって、その墓を守

ってきた徐さん一族の善意に今度こそマスコ

ミが焦点をあてるだろう」と思いました。 

 

この点は後で触れる事として、当日集っていた

多彩なメンバーを紹介しておきましょう。 

 

日本側では別所浩郎駐韓日本大使、駐釜山の

松井貞夫総領事、細江茂光岐阜市長、鹿児島の

陶工の第 15 代沈寿官氏、女優の大桃美代子さ

んなど、これ以上望むのは無理だと思えるそう

そうたるメンバーが顔を揃えました。 

韓国側も、元駐日韓国大使で故徐彰教さんの

親友だった呉在煕(オジェヒ)氏や、李普勲(イ

ジンフン)寿城区長、韓日親善交流協会の李東

根(イドングン)会長らに加え、映画女優やパン

ソリの名手までが駆けつけていました。 

報道機関も NHK のソウル支局長、塚本壮一氏を

始め、朝日、毎日、西日本新聞など各社の記者、

カメラマンが集結し、取材に奔走していました。

事務局の後藤も過去 20 年余り、毎年のように

追慕祭に参加しましたが、今回のように日韓の

多数の報道機関が取材に殺到する姿は見た事

がありませんでした。 

 

 
 

お陰で、NHK が 4/11(土)、朝 7時の全国ニュ

ースで追慕祭を報道したばかりか、4/15(水)の

朝 7時の BS1の企画ニュースの時間に”日本人

の墓を守った韓国人”の話題を8分にわたって

伝えてくれました。 

一方で中日、朝日、西日本、毎日などの各新聞

も、追慕祭を取り上げ、日本人の墓を守ってい

る韓国の市民たちの働きを一斉に伝えました。

放送と各新聞のお陰で水崎翁の故事は、岐阜の

一部だけでなく、全国民に知られるようになっ

てきました。本当に嬉しい限りですが、追慕祭

の成功に浮かれることなく、日韓の学生、市民

の交流を地道に継続することこそ、私たちの団

体の使命だと考えています。 

なお、追慕祭に参加した水崎翁の曽孫の小野裕

美さんの感想を(６)ページに載せてあります。 

併せてお読みください。 

 

 

別所浩郎駐韓日本大使の挨拶 
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参加者全員の記念写真（前列細江岐阜市長の左が小野裕美さん母子） 

大邱大田訪問団全員 

水崎翁の曽孫小野裕美さんと息子で小学生の陽平君         韓国 KBS の TV 報道  

     徐さんの次男の輔健(ポゴン)さん                   
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２ 望郷の大田（テジョン） 弘道塚参拝 

４月１０日、大邱で水崎翁の追慕祭を終えた私たち一行１８人（残り１人は別行動）は、もう

一つの目的地の大田に入りました。 大田はソウルの南、１００㎞ほどの所にある中核都市の一

つで、一行のうちの大久保孝造さん、辻醇さん、水上嘉彦さんら３人の生まれ故郷です。尐し歴

史を振り返ってみますと私たちの会は１９９８年２月に名古屋で発足しましたが、当初の会員、

およそ４０人のうち１０人が敗戦後、大田から引き揚げてきた人たちでした。故郷、大田への愛

着心の強い人たちが多く、そんな縁もあって会が発足した年に迎えた韓国の学生交流団は、大田

の大学生たちだったのです。 

戦後７０周年、日韓の国交回復 50 周年という今年、

私たちが 20 人近い訪問団を組織した背景には水崎翁

の追慕際に参加する一方、縁りの深い大田との絆も再

確認したいとの思いがありました。 

 高齢化した会員とご家族の大田訪問を支援する他、

日本人の大量の遺骨が眠る合同墓弘道塚に参拝、さら

に旧知の大田の人々と交流しようとしたのです。 

翌 11 日の朝、私たちは大田郊外の丘にある公園墓地 

 

に弘道塚を訪ねました。墓地の入口にあった弘道塚は直径４～５㍍もある円墳様の立派な墓で

した。塚の中には１５００体以上の日本人の遺骨が韓国人の無縁仏と一緒に埋納されていると言

われています。戦後、日本人の墓は他の都市同様、取り壊しとなったものの対日感情の良かった

大田では、墓の下の遺骨を一ヶ所に集め、大きな合同墓を建設しそうです。 

大田の風景 

BS1 の TV 報道（4 月 15 日） 

下記の URL から番組を見ることができます。 

http://wwinterface1.sakura.ne.jp/20150410tegu.htm 

 

NHK の TV 報道（4 月 11 日）    

http://wwinterface1.sakura.ne.jp/20150410tegu.htm
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 一行を代表して、大久保孝造さんが大きな花束を墓前

に捧げ、お参りされた後、他の人々も次々と手を合わせ

ていました。お参りした私たちは墓地の管理事務所を訪

ねました。日本人の遺骨を弘道塚に埋納してもらったこ

とへのお礼を述べると共に、刃物の街、関で購入してき

た大きな草刈り鋏を「墓の手入れに使って下さい！」と

進呈してきたのです。 

  

その後、一行は大田市博物館となっている旧道庁に向

かいました。この建物の内部には、戦前のある時期、大

田から木浦（モッポ）へ向かう鉄道、湖南線の建設をき

っかけに小さな農村が朝鮮有数の街に急速に発展して

行く過程が、豊富な写真と資料で展示されていました。 

一行の一人、辻醇さんの祖父 辻謹之助さんや父 辻萬

太郎さんも大田を発展させた有力経済人として写真つき

で紹介されていて、公平な歴史観で展示物が制作されて

いることが印象的でした。 

この日の夜、私たちは懐かしい大田の人々と会食を行い

ました。 

招いたのは１９９８年に大学生交流団を名古屋に引率

して来られた国際交流文化院の金珍培院長や文化院のメ

ンバーで、その中には私たちの大田訪問を何くれとなく

手助けして頂いた日本人の伊藤政彦さんもいました。他

にも大田で有名な経済人でタクシー会社などを経営して

いる朴英圭（パク ヨンギョ）さん（８６）にも

来てもらいました。朴さんは戦前の大田中学で、

私たちの会員で故人となった大久保舜司さんや

中井康雄さんと親しかった同級生で「舜司さんの

弟さんの大久保孝造さんが来るというのに顔を

出さん訳にはいかんな！」ということで出席され

ました。 

朴さんは年齢を感じさせない方で口角、泡を飛ば

しながら、こんな話をされました。 

「今は日韓もギクシャクしているが、こんなこと

ではダメだ。そもそも日本や韓国、中国にベトナ

ムという漢字文化圏だった４国が力を合わせれ

ば、これ位、強力な連合はない。その力でアメリ

カやロシアなどアジアの国々をうまく利用しよ

うとする強大国の干渉をはね返さなければダメ

だ！」 

「大久保舜司さんや中井康雄君とは本当に仲が

良くて、よく遊んだものだ。あの世に行ったら、

また２人に会えるのが楽しみだよ！」このように

して大田の人々と乾杯をくり返し会話を重ねて

絆を深めてきました。この大田訪問の感想を辻醇

さんが短歌の形にまとめて頂いているので（１０）

ページでご紹介します。 

 

  訪問団と握手する朴英圭さん 

 

弘道塚全景と参拝 

 

会食風景 
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大邱・大田訪問団参加者の寄稿文 

４月に大邱と大田を訪問した方々のうち４人から感想文を届けていただきました。そのうち小野

裕美さんは大邱の寿城池を造った水崎林太郎翁の曽孫です。 

辻醇さんは戦前の大田の発展に大きく貢献した経済人辻謹之助の孫にあたります。 

辻家は戦前、大田を中心に朝鮮各地に出店し、自分の工場で生産した味噌、醤油などの販売を行

っていました。そればかりか豚や鶏の飼育から住宅地の開発、家の建設まで手広く商売をしていま

した。今回、辻醇さんは私たち一行と大邱・大田を訪問された後、戦前、辻家の経営に中心的な役

割を果たした韓国人で故人の李永生さんの消息を訪ねて、全羅南道の中心都市・光州市まで足を伸

ばして来られました。 

李永生さんは、戦後の光州で、なんと私たちの団体と交流を重ねてきた光州 YMCA の創立、育

成に係わった人でした。光州 YMCA は、韓国の革新的な勢力を主導する重要な組織の１つです。

1980 年には光州で革新的な市民学生が蜂起し、政府軍と対決した光州事件が勃発、李さんはその

際も、大きな役割を果たしたため、投獄された経験もあると言います。 

李永生さんは戦前、辻家の人から重用されていた恩義を忘れず、辻醇さんの、ご両親が住む京都の

家を訪れたり、便りを度々寄せていたそうです。 

今回、私たちの要請を受け、辻さんを李さんの墓地や遺家族の家まで案内していただいたのは、

永年の交流がある光州 YMCA の丘昌煥理事長でした。心から感謝すると共に、光州 YMCA との

縁も大切にしていきたいと考えています。また、辻さんの短歌の背景には、辻さんのご両親と韓国

人李永生さんの温かい交流があったことを念頭に置いて読んで頂くようお願いします。 

●水崎林太郎追慕祭を終えて   小野 裕美 

曽祖父水崎林太郎の追慕祭に、今年は例年と

は尐し違う気持ちで行きました。 

去年の６月に、永年、お世話になっていたソ・

チャンギョ（徐彰教）先生がお亡くなりになり、

お墓参りを！と思っていましたが、ようやく手

を合わせることができました。 

大邱を訪れるたび、ソ先生は温かく迎えてく

ださっていました。５年前に行ったとき、林太

郎のお墓までの両脇に植えられた桜を見なが

ら「大きくなるといいなぁ！すばらしい桜並木

にしたい」とおっしゃられていたのを思い出し

ます。 

そして今回満開の桜を眺めながらお墓まで

行くことができました! 

ただお墓を守るだけでなく、皆に知ってもらえ

るよう曽祖父の功績を紹介する掲示板まで整

備していただいたソ先生のお心使いに感謝し

てもしきれません。 

 

 
 

今回は100人以上の参加者だったと思われま

す。ありがとうございました。 

報道陣も多く、大変びっくり致しました！ソさ

んの次男のポゴン氏へ、先生へのお悔やみとお

礼を伝えました。ポゴン氏は水崎先生のおかげ

に感謝しながら今後も引き継いで墓を守って

いくと握手を交わしました。日韓問題もありま

すが、この追慕祭は友好関係の広がりを指して

小野裕美さん母子と弟ご夫婦 
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いるのだと思いました。式の終わりに、亡き人

の霊を招き、慰めるという太鼓と舞がありまし

た。 

踊りのクライマックスには、突然さわやかな風

とともに、桜が霧のように舞い散り、とても幻

想的でした！きっとソ先生のおもてなしだっ

たのでは！？と心が和みました。 

 式の後にはシンポジュウムが開催されまし

た。寿城池は元々あった池という説もあったと

か。そうではないことなど面白い話も聞けまし

た。 

日韓、なかなか同じ方向へ進めないのが現状で

すが、私達の時代はお互い理解しつつ、友好関

係に繋げなくてはいけないと思います。林太郎

翁も日本人だから朝鮮人だからという考えの

人ではなかったと思います。ソ先生も同じだと

思います。 

墓前に集まった方はそんな方ばかりだと思い

ます。友好関係が広がりますように！ 

 

報道関係ではNHKさんをはじめ多くのメディ

アに紹介していただきました。 

それはこの会の後藤さんのご尽力のおかげで

す。報道ばかりではありませんが。 

インタビューをしばしば受けました。TV でも２

度の放送、新聞掲載、岐阜市長にもおこし頂け

ました。 

後藤さんおつかれさまでした！ありがとうご

ざいました！ 

まだまだお世話になりますよ(^^)/ 

今回は、久しぶりに大田を訪問した皆さん共々、

２０人近いメンバーで参加できました。皆様の

おかげで盛大な式となりました。お忙しいとこ

ろ、ご参加いただき心から感謝申し上げます。 

●水崎林太郎翁追慕祭に参加して 河合 真樹 

4月10日大邱の寿城池湖畔で開催された水崎

林太郎翁の追慕祭へ参加しました。今回は終戦

70 周年、日韓国交正常化 50 周年という節目の

年にあたるため多くの参列者が追慕祭に訪れ

ていました。この日はとてもお天気が良く、真

っ青な空にピンクの桜がとてもきれいでした。 

式典の最後に鎮魂の舞が行われ、終盤に差しか

かったところで突然、桜の花吹雪が舞い散りま

した。それは、それは綺麗で、多くの人が水崎

林太郎翁を偲び集まったことが嬉しくて桜を

ちらせたのかなぁ？なんて思いました。 

この追慕祭の様子を Facebook から情報発信し

ました。その記事を見た韓国人で現在日本の大

学で経営学の教授をしている友人から電話が

掛かってきました。 

 

 
彼女は大邱の出身で、子供のころから寿城池

は遊び場であり、憩いの場所だったと話してい

ました。娯楽の尐なかった昔、お母さんたちは

寿城池で集まってはおしゃべりを楽しみ、子供

たちは池のほとりで遊んだと懐かしそうに話

してくれました。 

子供の頃は戦後の食糧難でいつもお腹を空か

せていたので、学校から帰ると田んぼで男の子

がカエルを捕まえて、焼いた足をもらって食べ

ていたそうです。 

その思い出深い寿城池が日本人の手によって

作られたものだと知った彼女はとても驚き、当

時の記録を調べ、今回の追慕祭の記事とともに

友人、知人に送り知らせたそうです。 

水崎林太郎翁の追慕祭により、日本人の功績が

韓国の人たちにも知ってもらう良い機会にな

ったと思いました。 
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 ●大田訪問      村越 稔 

 大田はかつて名古屋韓国学校で教わった白

先生の故郷で、授業中に話が出てきて 1度行っ

てみたい、と思っていました。今回訪問して科

学博が開かれたり、イザというときのためにソ

ウル庁舎の1部がバックアップで作られたりし

て（日本人はこの危機感が乏しい）大きな都市

（広域市）でした。日帝時代に浦南線建設のた

めに多くの日本人が住み着いて大きくなった

町であると知り、エンジニアだった自分として

も当時の人達の苦労、努力を偲んで弘道（共同）

塚をお参りしました。しかし大邱の水崎氏のお

墓と違い、こちらは諸事情から静かにお参りす

る必要があり、大切に管理されている職員の方

に感謝しました。 

 管理センターの周辺は墓地公園で、伝統の土

饅頭・十字架・木・銘板等色々な形でのお墓が 

 
 

裏山の頂上に向かって作られ始めており、渡来

文化研究のテーマとして修士論文にまとめた

長野の大室古墳と似た様子に、やはり大室古墳

は渡来人の文化なのでは、と改めて感じました。 

 墓参後、かつて道庁だった建物の中にある資

料館を見学しました。案内された学芸員の高

（コ・ユンス）学芸研究士は、日帝時代の写真

ハガキの蒐集から大田の街並みを再現する研

究をされており、資料館の１コーナーには今回

参加した辻さんの父親・祖父が営まれた醸造業

の工場、屋敷を紹介するコーナーを設けられた。 

そうした日本人の功績を称える展示に反対

する上司に対して「日本人がかつて振興を推進

した歴史的事実をきちんと現代に伝えること

が正しい」と説得して展示したものです。 

 言いつけ外交位しか能がない国の代表者も

こういう日本人のお陰で今の韓国があること、

一方嫌韓の醜い言葉しか吐けない1部の連中も、

こういう立派な韓国人がいることを知るべき

です。１万数千年前の寒冷期、大陸・半島から 

 
辻夫妻    高氏 伊藤先生 

我々の祖先が渡って来た。その後も多くの相

互支援があって今の両国がある。「正しい歴史

認識」なくして一人前の人間にはなれないでし

ょう。 

 大田の大学の伊藤政彦助教授に今回訪問の

仲立ちをしていただき、移動するバスの中から

色々日帝時代の名残の施設の説明を受けて、大

変勉強になりました。お礼申し上げます。 

 高麗大院生のソン・チヒョン嬢もソウルから

参加しました。彼女は韓国に親しみを持つ日本

人に、その理由や考え方を聞いて論文にまとめ

る研究をしており、4 月来日したときに拙宅に

泊めて、富士箱根に案内しました。皆さんにも

インタビューするかもしれませんが、ご協力を

お願いします。彼女の研究成果は日韓親善に大

いに役に立ちます。 

 参観が終わり、全員が「モダン大田」という

立派な写真ハガキ集の本をいただいた。 

高氏がその後書きを書いているので以下ご

紹介したい。彼の文章は単に日韓友好というレ

ベルより、もっと高い次元で古い写真を見つめ、

我々は今後どうすべきか、思考されている。 

かなり哲学的で意味が深く、その中から比較的

分かりやすい部分を抜粋します。（国の代表者

に読ませたいものだ。一方で日本の博物館の紹

介資料にこういう内容が書かれているか、残念

ながらはなはだ疑問） 

 

 記録は歴史とは違う。それは歴史の名前ある

いは時間の形跡だけだ。その痕跡が見せる過去

は果たして事実とどれほど一致するのか。それ

で歴史はあくまでも史実だけで事実にはなれ

光州博物館（旧道庁） 
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ない。その限界が現在生きていく私達をもう尐

し謙遜で省察的にさせる。   

 
辻家を紹介する高さん 

 大田の近代写真ハガキは主に 1930 年代と 

1940 年代、消えたか今では薄れた大田の昔の姿

を見せる。 この時期の写真ハガキが尐ないこ

とは、大田が京城と釜山,大邱のような伝統都

市と違って鉄道布設と共に作られた '新興都

市'であったためだ。大田最初の市誌と言える

田中麗水が書いた "大田発展紙(1917)”による

と二十世紀初め大田は"寂莫な寒村にすぎなか

った"。 急激な発展をたどって大田が今の広域

市程に該当する'府'に昇格することは植民地

後半の 1935 年の事だ。 

 すべての記録物にはそれを生産した主体の

政治的意図が含まれている。 最も個人的で内

密な記録の日記さえ私達は型を意識して書く。 

また事実的な記録の写真を撮るときも、 シャ

ッターを切る瞬間、私達はその小さい四角のフ

レーム中に強調と排除の意志を込める。  厳密

な意味の歪曲だ。そのような意味において人間

が残したすべての記録は、不可避に歪曲される

ほかない。 私達はしばしばそれを'再現の政治

学'または近代においては'オリエンタリズム'

等の概念を通してフィルターにかける。  

1940 年の夏日、ひとしきり夕立ちが過ぎたあ

と,清凉な春日町通りを歩く大田中学校学生の

気分を私達がどのように知るべきか。 

 

 

 

1932 年ストライキ争議で暇ができた軍の製

糸工場の女工が故郷へ行く列車内で,車窓に映

る自身の顔を見てどっと涙があふれ出た,その

悲しさを私達がどのように感じることなのか。

すべて過去は白紙投票で残るだけだ。   

 
モダン大田・写真集  

 近代都市大田の歴史を 1904 年京釜鉄道布設

を起点に置いて考えるとき,大田は今やっと 

100 年を経た都市だ。しかし都市の歴史は国家

の歴史より長い。この都市に生きていく私達は

今でも毎日のように多くの問題の中で生きて

いく。そしてその問題の大部分は、近代に作ら

れたことだ。 更に言えば私達は 100 年前とほ

とんど同様な空間で統一した問題を抱いて生

きていく。 

 大田 100 年を振り返って、100 年後の未来を

作って行くのは、今この瞬間である。私達に残

した名前に絶えず現代的意味と行動を忚える

一つ一つなのだ。このような具体的ながらも省

察的な意識は私達が大田近代写真ハガキを通

して得ることができる唯一の教訓だ。私達はす

べて近代の子息なのだ。 
（注）省察：反省して考えること 

（日本語辞書にもありますが、知りませんでした）

 

 

 
1930 年頃の大田の街風景 現在の大田の街風景 
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●大邱・大田・光州への墓参旅     辻 醇 

 

 

 

 

 

 

 

寿城池湖畔全景 

故李永生氏の墓地 

光州国立墓地 
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◆大邱学生訪問団の奈良旅行をご支援下さい！◆ 

私たちの会は 4 月に大邱で開催された水崎林太郎翁の追慕祭に全力投入（19 名参加）し、追慕

祭の成功の一翼を荷いました。この夏は大邱にある国立慶北大学の学生交流団（総勢 14~15）を名

古屋に迎え奈良１泊旅行をプレゼントした後、3泊 4日のホームステイを引き受ける計画を立てて

います。 

引率してくるのは、私たちとも係わりの深い慶北大学の考古学の教授、朴天秀（パク チョンス）

さんで、日本にもファンの多い人です。朴教授は水崎翁の墓を守ってきた故徐彰教さんとも親交が

厚く、今年の追慕祭でも日韓の古代における交流の親密さについて講演されました。このように縁

りが深い大邱から交流団を迎え、日本側の学生も交え、20 人ほどで奈良旅行をすると、20 数万円

の実費がかかります。大変恐縮ですが会員の皆さん方のご芳志をいただき、奈良への旅行を実現さ

せたいと願っています。 

奈良旅行の意義は繰り返し申し上げてきました。端的に言えば、日韓交流史に全く知識がない韓

国の若者でも、ひとたび奈良を訪れると、古代における韓国と日本の結びつきの深さを実感するだ

けでなく、日本の文化や日本人そのものの特質や深さを理解してくれるようになるのです。 

そして同行した日本人学生との交流も、そこから始まります。ぜひ、同封の振替用紙を使い、ご寄

付を尐しづつ送って頂きますようお願いします。 

 

 
 

 

  

 

       光州の街風景               宝文山の展望台からの大田の街風景 

  朴天秀教授 追慕祭での講演           昨年の高麗大学訪問団（東大寺にて） 
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継続は力なり！を実感  後藤和晃 

今年は大邱で水崎翁の追慕祭が盛大に開催されました。その背景には追慕祭の継続に尽力した故

徐彰教さんに共感し、永年、参加を続けてきた私たちの会を始め、福岡、鳥取など日本からの参加

者の地道な努力が実を結んだこともあったのでしょう。 

「継続は力なり！」という言葉は、1998 年２月に私たちの会が発足して以来、陰に陽に忚援を頂

いている鄭煥麒さん（民団最高顧問）からの贈り物でした。 

１８年目を迎えた日韓市民ネット

は、これからも日本人と韓国人が

出会い、友情を結べるような場を

提供し続けていけたらと考えます。 

追慕祭では事務局の後藤も、式典

後のシンポジュウムで水崎翁の経

歴と功績を１５分間に、わたって

紹介しました。その最後には、こ

れからも墓を守ろうと決意を示し

た大邱の皆さんに感謝の気持ちを

述べました。尐々、気恥ずかしい

ですが、その時の写真です。 

 

 

編集 忚援（非会員）中川修介 

 

日 時：７月 11 日（土）１３時３０分受付 １４時開始～ 

場 所：名古屋国際交流センター 

主 催：日韓親善協会と愛知民団 

懇談会：テーマ「日韓の相互理解をどう進めるか？」 

※会員もパネラーで出席します。 

ぜひご参加を！ 
 編集部 


